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第11回

本

年

は

「

北

海

道

人

口

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

「

北

海

道

創

生

総

合

戦

略

」

が

策

定

さ

れ

て

、

５

年

目

を

迎

え

ま

す

。

そ

こ

で

、

今

回

は

人

口

学

に

詳

し

い

札

幌

市

立

大

学

の

原

俊

彦

名

誉

教

授

に

北

海

道

の

人

口

動

態

と

地

方

創

生

の

次

の

ス

テ

ー

ジ

に

向

け

た

検

討

方

向

な

ど

に

つ

い

て

、

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

２

０

１

４

年

５

月

、

日

本

創

生

会

議

に

お

い

て

、

２

０

４

０

年

に

は

全

国

の

自

治

体

の

約

半

数

が

消

滅

す

る

可

能

性

が

あ

る

と

い

う

レ

ポ

ー

ト

が

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

発

表

を

受

け

て

、

人

口

急

減

・

超

高

齢

化

と

い

う

我

が

国

が

直

面

す

る

大

き

な

課

題

に

対

し

、

政

府

が

一

体

と

な

っ

て

取

り

組

み

、

各

地

域

が

そ

れ

ぞ

れ

の

特

徴

を

い

か

し

た

社

会

を

創

生

す

る

と

い

う

「

地

方

創

生

」

の

取

組

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

同

年

12

月

に

は

、

国

が

「

ま

ち

・

ひ

と

・

し

ご

と

創

生

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

「

ま

ち

・

ひ

と

・

し

ご

と

創

生

総

合

戦

略

」

を

閣

議

決

定

し

、

道

で

も

２

０

１

５

年

10

月

に

「

北

海

道

人

口

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

「

北

海

道

創

生

総

合

戦

略

」

を

策

定

し

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

ま

ず

は

国

の

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

に

記

載

さ

れ

て

い

る

「

我

が

国

の

人

口

の

推

移

と

長

期

的

な

見

通

し

」

に

つ

い

て

説

明

し

ま

◆キーパーソンに聞く

創る

に

ソ

ン

パ

キ

ー

ー

く

聞

01

人

口

学

か

ら

見

た

北

海

道

の

人

口

動

態

と

地

方

創

生

の

次

の

ス

テ

ー

ジ

札

幌

市

立

大

学

名

誉

教

授

す

。

国

の

ビ

ジ

ョ

ン

で

は

、

日

本

と

外

国

と

の

人

口

移

動

の

問

題

は

含

め

ず

に

、

自

然

動

態

※

の

み

の

影

響

を

示

し

て

い

ま

す

。

下

の

図

の

破

線

は

国

立

社

会

保

障

・

人

口

問

題

研

究

所

の

長

期

人

口

推

計

（

２

０

１

２

年

）

で

す

。

こ

の

推

計

に

よ

る

と

、

２

０

６

０

年

に

日

本

の

人

口

は

約

８

７

０

０

万

人

、

２

１

１

０

年

に

は

約

４

３

０

０

万

人

に

な

る

と

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

地

方

創

生

の

取

組

を

進

め

る

こ

と

で

仮

に

合

計

特

殊

出

生

率

※

を

２

０

３

０

年

ま

で

に

１

・

80

に

、

２

０

４

０

年

ま

で

に

人

口

置

換

水

準

※

で

あ

る

２

・

07

に

上

げ

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

赤

線

で

示

す

よ

う

に

、

２

０

６

０

年

に

１

億

人

程

度

の

人

口

を

維

持

し

、

そ

の

後

も

ほ

ぼ

安

定

的

に

推

移

す

る

と

推

計

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

方

、

実

際

に

は

、

日

本

の

合

計

特

殊

出

生

率

は

、

30

年

以

上

に

わ

た

っ

て

人

口

置

換

水

準

を

下

回

っ

て

い

る

状

態

に

あ

り

、

近

年

で

は

２

０

１

５

年

の

１

・

45

ま

で

回

復

し

ま

し

た

が

、

２

０

１

７

年

に

は

１

・

43

ま

で

下

が

っ

て

い

る

状

況

で

す

。

日

本

で

は

少

子

高

齢

化

の

進

展

に

伴

い

、

人

口

減

少

が

進

ん

で

い

ま

す

が

、

将

来

の

人

口

推

計

は

ど

う

な

る

の

で

し

ょ

う

か

。

原

俊

彦

氏

は

ら

と

し

ひ

こ

我が国の人口の推移と長期的な見通し ※「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」より

我が国の合計特殊出生率の推移

����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ

1.39 1.39 1.41 1.43 1.42 1.43 1.44 1.43

※自然動態…ą༂ąԆ�ଆค�Ԇ�അ������ฅ�༂ćࠅฆԆ���

※人口置換水準…��ଆค༂ฆ�ค��༂༂�ข܆؇�अȅ���༂ଅ���ą༂�༂ฆ

のこと。我が国の死亡水準を前提とした場合、人口置換水準はおおむね

2.07となっている

※Ѕਈȇଆą༂̇…「15�49ଆ���༂��ฅ༉ȅą༂̇�Ѕਈ���������༂༂

�༂��༂༂�ԉ�༂�������༂���Ԇ�؇༅��



◆キーパーソンに聞く

創る

02

海

道

人

口

ビ

ジ

ョ

ン

」

で

は

、

２

０

４

０

年

の

人

口

を

約

４

５

８

万

人

に

維

持

す

る

と

い

う

ケ

ー

ス

（

仮

定

１

）

と

、

２

０

４

０

年

に

約

４

５

０

万

人

の

人

口

を

維

持

す

る

ケ

ー

ス

（

仮

定

２

）

の

２

つ

に

分

け

て

将

来

推

計

を

行

っ

て

い

ま

す

。

こ

こ

で

、

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は

、

国

の

ビ

ジ

ョ

ン

と

は

異

な

り

、

道

の

人

口

ビ

ジ

ョ

ン

で

は

、

社

会

動

態

と

い

う

地

域

間

の

移

動

要

素

が

強

く

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

い

わ

ゆ

る

「

北

海

道

へ

の

転

入

者

数

」

と

「

北

海

道

か

ら

の

転

出

者

数

」

の

こ

と

で

す

が

、

北

海

道

の

社

会

移

動

は

、

戦

後

の

食

糧

難

の

時

期

を

除

く

と

ず

っ

と

転

出

者

の

方

が

多

い

状

況

で

あ

り

、

い

わ

ゆ

る

転

出

超

過

で

し

た

。

道

で

は

、

こ

の

転

出

超

過

の

抑

制

を

目

標

と

し

て

お

り

、

ビ

ジ

ョ

ン

の

推

計

で

は

仮

定

１

に

お

い

て

も

仮

定

２

に

お

い

て

も

、

計

画

策

定

時

（

２

０

１

５

年

）

か

ら

比

較

し

て

、

２

０

１

９

年

に

は

転

出

超

過

数

を

半

減

さ

せ

、

２

０

２

５

年

に

は

転

出

数

と

転

入

数

が

等

し

い

均

衡

状

態

に

持

っ

て

い

く

前

提

で

推

計

し

て

い

ま

す

。

次

に

、

自

然

動

態

に

つ

い

て

で

す

が

、

仮

定

１

の

ケ

ー

ス

で

は

国

の

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

に

合

わ

せ

て

、

合

計

特

殊

出

生

率

は

２

０

３

０

年

ま

で

に

１

・

80

に

、

２

０

４

０

年

ま

で

に

２

・

07

に

上

昇

す

る

前

提

と

な

っ

て

い

ま

す

。

対

し

て

、

仮

定

２

の

推

計

で

は

仮

定

１

に

比

べ

て

合

計

特

殊

出

生

率

が

低

く

な

っ

て

い

ま

す

。

北

海

道

の

人

口

は

札

幌

市

の

ウ

ェ

イ

ト

が

非

常

に

大

き

く

、

自

然

動

態

は

札

幌

市

の

合

計

特

殊

出

生

率

に

左

右

さ

れ

ま

す

が

、

実

は

、

札

幌

市

の

合

計

特

殊

出

生

率

は

、

北

海

道

全

体

の

出

生

率

よ

り

も

低

い

こ

と

が

特

徴

で

す

。

そ

こ

で

、

仮

定

２

で

は

、

札

幌

市

の

合

計

特

殊

出

生

率

の

み

を

２

０

３

０

年

ま

で

に

１

・

50

に

、

２

０

４

０

年

ま

で

に

１

・

80

に

上

昇

す

る

と

い

う

前

提

で

計

算

さ

れ

て

い

ま

す

。

北

海

道

の

人

口

は

、

１

９

９

７

年

の

約

５

７

０

万

人

を

ピ

ー

ク

に

人

口

減

少

局

面

と

な

っ

て

お

り

、

現

在

も

全

国

を

上

回

る

速

度

で

人

口

減

少

が

続

い

て

い

ま

す

。

こ

の

速

度

で

人

口

減

少

が

続

い

た

場

合

、

国

立

社

会

保

障

・

人

口

問

題

研

究

所

の

推

計

で

は

、

２

０

１

０

年

に

約

５

５

０

万

人

だ

っ

た

人

口

が

、

２

０

４

０

年

に

約

４

１

９

万

人

ま

で

減

少

す

る

と

見

込

ま

れ

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

「

北

直

近

の

人

口

増

減

と

し

て

、

２

０

１

７

年

の

北

海

道

の

人

口

変

動

を

見

ま

す

と

、

北

海

道

で

は

日

本

人

と

外

国

人

を

含

め

た

総

人

口

ベ

ー

ス

で

、

１

年

間

に

約

３

万

人

の

人

口

減

少

と

な

っ

て

お

り

、

人

口

増

減

率

は

▲

０

・

58

％

で

す

。

こ

の

内

訳

を

札

幌

市

と

札

幌

市

以

外

の

地

域

で

分

け

て

み

ま

す

と

、

札

幌

市

は

約

５

千

人

の

増

加

と

な

っ

て

い

ま

す

が

、

札

幌

市

以

外

の

地

域

で

は

約

３

万

６

千

人

の

減

少

と

な

っ

て

お

り

、

札

幌

市

以

外

の

地

域

の

増

減

率

は

▲

１

・

06

％

と

な

り

ま

す

。

年

率

１

％

の

減

少

率

で

人

口

減

少

が

進

む

と

72

年

後

に

は

人

口

が

半

減

し

ま

す

の

で

、

｢

激

減

」

と

言

っ

て

い

い

レ

ベ

ル

だ

と

思

い

ま

す

。

一

方

で

、

外

国

人

の

人

口

増

減

を

見

ま

す

と

、

北

海

道

は

約

３

５

０

０

人

増

え

て

い

ま

す

が

、

内

訳

は

札

幌

市

の

約

１

０

０

０

人

本

道

の

人

口

は

ど

の

よ

う

に

推

移

す

る

の

で

し

ょ

う

か

。

本

道

で

は

、

札

幌

一

極

集

中

が

進

ん

で

い

る

と

言

わ

れ

ま

す

が

、

直

近

の

人

口

推

移

は

ど

の

よ

う

な

状

況

で

し

ょ

う

か

。

北海道の総人口の推移

2017年１月１日

の人口

2018年１月１日

の人口

人口増減数 人口増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ：Ｂ－Ａ） （Ｄ：Ｃ／Ａ）

127,907,086 127,707,259 ▲199,827 ▲0.16%

5,370,807 5,339,539 ▲31,268 ▲0.58%

札幌市

1,947,494 1,952,348 4,854 0.25%

札幌市以外

3,423,313 3,387,191 ▲36,122 ▲1.06%

北海道

全国

総 人 口

2017年１月１日

の人口

2018年１月１日

の人口

人口増減数 人口増減率

（Ｅ） （Ｆ） （Ｇ：Ｆ－Ｅ） （Ｈ：Ｇ／Ｅ）

2,323,428 2,497,656 174,228 7.50%

28,189 31,726 3,537 12.55%

札幌市

11,321 12,313 992 8.76%

札幌市以外

16,868 19,413 2,545 15.09%

全国

北海道

外国人総人口

����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ ����ฅ

1.26 1.25 1.26 1.28 1.27 1.31 1.29 1.29
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300
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600

① 仮定１のケース

2040ฅ� 約 458 万人の人口を維持

② 仮定２のケース

2040ฅ�ഇ450万人の人口を維持

③ 国の推計に準拠

2040ฅ�ഇ419万人まで人口が減少

2010ฅ

約550万人が存在

（万人）

北海道の合計特殊出生率の推移

北海道人口の将来見通し（総人口）※ 「北海道人口ビジョン」より

（単位：人）



転入数 転出数 社会増減数 社会増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ：Ａ－Ｂ） （Ｄ）

－ － － －

2612552 2662012 ▲12520 ▲0.06%

札幌市

1262654 1162655 92999 0.51%

札幌市以外

1652198 1462111 ▲112519 ▲0.64%

全国

北海道

総 人 口

03

◆キーパーソンに聞く

創る

と

思

い

ま

す

。

次

に

、

社

会

増

減

の

方

で

す

が

、

北

海

道

で

は

、

総

人

口

ベ

ー

ス

で

約

１

５

０

０

人

の

減

少

と

な

っ

て

お

り

、

北

海

道

か

ら

東

京

な

ど

の

道

外

へ

移

動

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

こ

で

、

特

徴

的

な

の

は

札

幌

市

が

約

１

万

人

ほ

ど

転

入

超

過

に

な

っ

て

い

る

の

に

対

し

て

、

札

幌

市

以

外

の

地

域

で

は

約

１

万

２

千

人

ほ

ど

転

出

超

過

と

な

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

一

見

、

札

幌

市

と

札

幌

市

以

外

の

地

域

で

相

殺

さ

れ

て

い

る

よ

う

な

感

じ

で

す

が

、

よ

り

詳

し

く

見

る

と

、

札

幌

市

は

道

外

に

対

し

て

転

出

超

過

と

な

っ

て

い

る

こ

と

が

分

か

り

ま

す

。

つ

ま

り

、

札

幌

市

か

ら

道

外

へ

出

て

増

に

対

し

て

、

札

幌

市

以

外

の

地

域

で

約

２

５

０

０

人

ほ

ど

増

加

し

て

お

り

、

人

口

増

減

率

ベ

ー

ス

で

約

15

％

の

プ

ラ

ス

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

だ

千

人

単

位

で

は

あ

り

ま

す

が

、

道

内

で

は

外

国

人

の

人

口

が

急

速

に

増

え

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

と

思

い

ま

す

。

で

は

、

２

０

１

７

年

の

人

口

変

動

を

自

然

増

減

と

社

会

増

減

に

分

け

て

見

て

み

る

と

、

北

海

道

で

は

２

０

１

７

年

の

出

生

数

が

約

３

万

５

千

人

で

あ

る

の

に

対

し

、

死

亡

数

が

約

６

万

３

千

人

で

す

の

で

、

北

海

道

の

総

人

口

は

、

こ

の

１

年

間

の

自

然

増

減

だ

け

で

、

約

２

万

８

千

人

ほ

ど

減

っ

て

い

ま

す

。

少

子

高

齢

化

が

進

む

現

在

で

は

、

こ

の

流

れ

が

簡

単

に

は

止

め

ら

れ

な

い

と

い

う

こ

と

が

分

か

る

行

く

人

と

道

外

か

ら

札

幌

市

に

入

っ

て

く

る

人

で

は

、

道

外

へ

出

て

い

く

人

の

方

が

多

い

の

で

す

。

そ

れ

な

の

に

、

札

幌

市

が

転

入

超

過

と

な

っ

て

い

る

の

は

、

道

内

の

他

地

域

か

ら

札

幌

市

に

移

動

し

て

く

る

人

が

多

い

か

ら

で

す

。

こ

の

よ

う

に

言

う

と

、

｢

札

幌

一

極

集

中

」

と

い

う

言

葉

が

思

い

浮

か

ぶ

で

し

ょ

う

が

、

私

自

身

は

札

幌

が

人

を

集

め

て

い

る

と

い

う

見

方

に

は

反

対

で

す

。

問

題

な

の

は

、

札

幌

に

人

が

入

っ

て

く

る

こ

と

で

は

な

く

、

地

方

に

人

が

入

っ

て

い

か

な

い

と

い

う

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

北

海

道

の

全

て

の

市

町

村

で

人

口

が

減

少

し

て

い

る

の

か

と

い

う

と

、

そ

う

い

う

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

２

０

１

７

年

の

一

年

間

で

人

口

が

増

加

し

た

地

域

は

道

内

で

18

市

区

町

村

あ

り

ま

す

。

こ

こ

で

勘

違

い

を

し

て

は

な

ら

な

い

の

で

す

が

、

人

口

が

増

加

し

て

い

る

地

域

で

も

、

基

本

的

に

は

自

然

増

減

は

マ

イ

ナ

ス

と

な

っ

て

お

り

、

出

生

数

よ

り

も

死

亡

数

の

方

が

多

い

状

況

は

変

わ

り

ま

せ

ん

。

つ

ま

り

、

人

口

が

増

加

し

て

い

る

地

域

と

い

う

の

は

、

自

然

減

少

を

上

回

る

社

会

増

加

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

の

中

で

も

、

上

位

の

市

区

町

村

は

、

既

に

住

民

に

占

め

る

外

国

人

の

割

合

が

と

て

も

高

く

な

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

人

口

増

加

率

が

１

位

の

占

冠

村

は

外

国

人

の

割

合

が

約

23

％

で

す

。

同

村

は

「

雲

海

」

で

知

ら

れ

る

星

野

リ

ゾ

ー

ト

ト

マ

ム

が

あ

る

自

治

体

で

あ

り

、

外

国

人

の

割

合

が

20

％

を

超

え

て

お

り

、

住

民

の

５

人

に

１

人

以

上

が

外

国

人

と

い

う

極

め

て

特

徴

的

な

状

況

と

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

ほ

か

に

も

、

社

会

増

を

達

成

し

て

い

て

、

住

民

に

占

め

る

外

国

人

の

割

合

が

高

い

地

域

と

し

て

、

留

寿

都

村

や

赤

井

川

村

と

い

っ

た

ス

キ

ー

リ

ゾ

ー

ト

が

あ

り

ま

す

。

ス

キ

ー

リ

ゾ

ー

ト

以

外

の

地

域

と

し

て

人

口

増

を

達

成

し

て

い

る

の

は

東

川

町

で

す

。

東

川

町

は

以

前

か

ら

留

学

生

向

け

の

日

本

語

学

校

を

開

校

し

て

お

り

、

そ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

な

ど

が

社

会

増

に

も

寄

与

し

て

い

る

と

思

わ

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

、

住

民

に

占

め

る

外

国

人

の

道

内

市

町

村

別

の

人

口

増

減

の

特

徴

に

つ

い

て

教

え

て

く

だ

さ

い

。

出生数 死亡数 自然増減数 自然増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ：Ａ－Ｂ） （Ｄ）

964,690 1,347,710 ▲383,020 ▲0.30%

34,340 62,718 ▲28,378 ▲0.53%

札幌市

13,971 18,837 ▲4,866 ▲0.25%

札幌市以外

20,369 43,881 ▲23,512 ▲0.69%

全国

北海道

総 人 口

北海道の自然増減（2017年）

出生数 死亡数 自然増減数 自然増減率

（Ｅ） （Ｆ） （Ｇ：Ｅ－Ｆ） （Ｈ：Ｇ／Ｅ）

16,294 6,936 9,358 0.40%

136 67 69 0.24%

札幌市

88 30 58 0.51%

札幌市以外

48 37 11 0.07%

全国

北海道

外国人人口

北海道の社会増減（2017年）

転入数 転出数 社会増減数 社会増減率

（Ｅ） （Ｆ） （Ｇ：Ｅ－Ｆ） （Ｈ：Ｇ／Ｅ）

－ － － －

16,738 10,546 6,192 21397%

札幌市

5,185 3,557 1,628 14338%

札幌市以外

11,553 6,989 4,564 27306%

北海道

全国

外国人人口

人口増加率の高い市町村（2017年）

６位 ニセコ町、 ７位 札幌市豊平区、８位 札幌市中央区 ９位 鶴居村

10位 千歳市、 11位 札幌市手稲区、12位 恵庭市、 13位 札幌市西区

14位 札幌市東区、15位 札幌市北区、 16位 札幌市白石区、17位 標津町

18位 秩父別町

※ ༄ข̅܆܅ฅ༂༂�คฅԆ༏2018ฅ༏༂༏༂̇܅༏��

（単位：人）

（単位：人）

順位 市区町村

人口

増加率

自然

増加率

社会

増加率

住民に占める

外国人の割合

※

1 占冠村 15.26% ▲0.24% 15.50% 22.69%

2 留寿都村 3.80% ▲0.76% 4.56% 10.15%

3 赤井川村 2.77% ▲1.14% 3.91% 12.68%

4 東川町 1.71% ▲0.59% 2.30% 3.91%

5 上士幌町 1.44% ▲0.57% 2.01% 1.70%



◆キーパーソンに聞く

創る

04

化

を

抑

え

る

た

め

に

は

、

家

族

形

成

期

の

人

口

を

増

や

す

こ

と

、

受

け

入

れ

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

第

二

の

屯

田

兵

と

い

う

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

日

本

全

国

か

ら

、

そ

し

て

、

世

界

か

ら

北

海

道

へ

の

移

住

者

を

募

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

出

生

力

や

出

生

率

を

上

げ

る

に

は

と

て

も

時

間

が

か

か

り

ま

す

が

、

移

住

な

ど

に

よ

り

家

族

形

成

期

の

人

を

増

や

す

こ

と

で

、

社

会

増

減

を

「

０

」

と

す

る

こ

と

を

目

指

し

、

更

に

子

ど

も

が

生

ま

れ

る

こ

と

で

、

出

生

数

が

増

え

、

自

然

減

を

緩

和

す

る

こ

と

も

で

き

ま

す

。

自

然

減

に

よ

る

人

口

減

少

が

本

格

化

し

始

め

て

い

る

現

在

、

こ

れ

ま

で

ど

お

り

の

や

り

方

で

は

、

各

種

イ

ン

フ

ラ

の

維

持

が

難

し

く

な

り

、

日

常

生

活

の

維

持

が

困

難

と

な

っ

て

い

き

ま

す

。

日

本

人

人

口

の

少

子

高

齢

化

の

ト

レ

ン

ド

は

変

わ

ら

な

い

の

で

、

外

国

人

を

含

め

た

移

住

者

の

受

入

は

、

少

子

高

齢

化

の

問

題

を

解

決

す

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

で

す

が

、

人

口

減

少

の

ス

ピ

ー

ド

を

抑

え

、

就

業

人

口

や

家

族

形

成

期

人

口

を

増

加

さ

せ

る

上

で

、

直

接

的

な

効

果

を

も

た

ら

す

も

の

で

あ

る

こ

と

は

間

違

い

あ

り

ま

せ

ん

。

当

然

、

受

入

に

伴

う

住

民

の

合

意

や

そ

の

コ

ス

ト

（

教

育

、

社

会

福

祉

）

な

ど

も

慎

重

に

検

討

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

が

、

移

住

者

の

受

入

は

地

域

の

存

続

に

不

可

欠

で

あ

る

こ

と

を

理

解

し

、

積

極

的

・

計

画

的

に

移

住

者

を

集

め

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

地

方

創

生

の

次

の

ス

テ

ー

ジ

に

向

け

て

、

個

々

の

市

町

村

の

地

方

創

生

の

取

組

も

大

事

で

す

が

、

北

海

道

と

し

て

も

、

道

全

体

の

地

方

創

生

の

方

向

性

を

打

ち

出

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

人

口

減

少

の

対

策

と

し

て

、

主

に

２

つ

の

施

策

が

考

え

ら

れ

る

と

思

い

ま

す

。

１

つ

は

人

口

移

動

対

策

、

つ

ま

り

社

会

動

態

に

向

け

た

対

策

で

す

。

こ

れ

は

「

地

方

に

お

け

る

安

定

し

た

雇

用

創

出

」

と

か

、

｢

地

方

へ

の

新

し

い

人

の

流

れ

の

創

出

」

と

い

っ

た

こ

と

が

当

て

は

ま

り

ま

す

。

も

う

一

つ

は

、

出

生

力

対

策

で

あ

り

、

自

然

動

態

に

向

け

た

対

策

で

す

。

具

体

的

に

は

「

若

い

世

代

の

結

婚

・

出

産

・

子

育

て

の

希

望

を

叶

え

る

」

と

い

う

こ

と

で

す

。

人

口

学

的

観

点

か

ら

見

た

次

の

ス

テ

ー

ジ

と

し

て

、

少

子

高

齢

化

が

進

行

し

た

地

域

で

は

高

齢

人

口

が

既

に

多

数

を

占

め

て

お

り

、

逆

に

家

族

形

成

期

の

人

口

は

ど

ん

ど

ん

減

っ

て

い

き

ま

す

。

そ

こ

で

、

人

口

減

少

の

加

速

地

域

や

地

域

の

人

々

と

多

様

に

関

わ

る

者

と

し

て

の

「

関

係

人

口

」

だ

け

で

は

な

く

、

観

光

客

な

ど

地

域

を

訪

問

す

る

「

交

流

人

口

」

も

含

め

て

、

そ

の

総

数

を

１

年

３

６

５

日

で

割

れ

ば

、

そ

の

値

は

定

住

人

口

と

み

な

せ

る

と

思

い

ま

す

。

関

係

人

口

や

交

流

人

口

の

人

々

は

、

定

住

し

て

い

な

い

の

で

、

実

際

の

地

域

人

口

そ

の

も

の

を

補

う

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

が

、

地

域

の

需

要

を

創

造

す

る

と

い

う

意

味

で

は

と

て

も

重

要

で

す

。

そ

の

代

わ

り

、

交

流

人

口

の

増

加

が

、

新

た

な

行

政

コ

ス

ト

や

行

政

負

荷

を

発

生

す

る

こ

と

も

あ

り

え

ま

す

。

そ

う

し

た

観

点

か

ら

も

、

宿

泊

税

や

観

光

税

な

ど

の

導

入

を

検

討

し

、

行

政

コ

ス

ト

の

応

分

の

負

担

を

い

た

だ

く

こ

と

で

、

地

元

の

人

の

負

担

を

軽

減

す

る

施

策

な

ど

も

有

効

だ

と

思

い

ま

す

。
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割

合

と

人

口

増

加

率

の

関

係

に

つ

い

て

、

非

常

に

は

っ

き

り

と

し

た

正

の

相

関

が

表

れ

て

い

て

、

今

後

も

こ

の

傾

向

は

続

く

と

思

わ

れ

ま

す

。

北

海

道

の

人

口

は

、

少

子

高

齢

化

の

進

行

に

よ

り

、

引

き

続

き

減

少

し

て

い

く

一

方

、

外

国

人

の

増

加

ス

ピ

ー

ド

は

速

く

な

っ

て

い

く

の

で

、

今

後

も

外

国

人

人

口

割

合

の

影

響

は

無

視

で

き

な

く

な

る

と

思

い

ま

す

。

地

方

創

生

の

次

の

ス

テ

ー

ジ

に

向

け

て

、

ど

の

よ

う

な

取

組

が

必

要

だ

と

お

考

え

で

す

か

。

最

近

で

は

、

定

住

人

口

で

も

交

流

人

口

で

も

な

い

「

関

係

人

口

」

と

い

う

言

葉

が

広

が

っ

て

い

ま

す

。


